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懐
徳
堂
記
念
會
理
事
長

佐
藤
一
齋
が
中
井
竹
山
の
門
を
僻
す
る
に
方
り
、
竹
山
は
困
而
後
悟
什
而
復
興
の
入
字
を
書
し
て
之
に
興
へ
、
且
そ
の

下
句
が
王
守
仁
VJ
語
な
る
こ
こ
を
告
げ
た
。
一
齋
は
此
語
を
誦
し
て
深
く
戚
す
る
所
あ
り
、
こ
れ
よ
b
し
て
心
を
陽
朋
學

の
研
鑽
に
諧
め
、
途
に
彼
の
大
を
な
し
た
ご
い
ふ
こ
こ
が
偲
へ
ら
れ
て
居
る
。

11面
復
典
の
一
語
は
言
ひ
易
く
行
ひ
難

き
こ
ご
で
あ
り
、
而
も
成
功
失
敗
の
岐
路
は
寅
に
こ
の
精
神
の
有
無
如
何
に
係
て
ゐ
る
こ
も
申
す
こ
ご
が
出
末
や
う
こ

思
ふ
°
古
末
各
方
面
に
於
て
、
名
を
成
し
功
を
立
て
た
人
々
の
事
蹟
に
就
い
て
見
て
も
、
多
く
此
語
の
賓
行
者
で
あ
b‘
ゎ

が
大
阪
が
経
清
都
市
こ
し
て
今
日
の
登
逹
を
遂
げ
た
所
以
も
亦
此
の
精
神
に
依
っ
た
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

什
而
復
臨
を
は
世
俗
に
謂
ゆ
る
七
倒
入
起
で
あ
る
が
、
由
末
大
阪
商
人
は
寅
に
此
の
貼
に
於
て
は
勝
れ
た
る
力
を
持
つ

て
居
る
0

縦
令
一
敗
地
に
塗
る
A

こ
こ
あ
り
ご
も
、
決
し
て
其
の
勇
氣
を
描
く
こ
ビ
な
く
、
奮
厠
一
番
直
に
再
興
の
新

計
董
に
向
つ
て
邁
進
し
、
決
し
て
躊
躇
逸
巡
せ
ざ
る
氣
慨
が
あ
る
。
こ
の
不
屈
不
撓
の
精
神
は
艇
滸
都
市
登
逹
の
要
訣

で
あ
る
か
ら
、
痛
末
盆
々
之
を
振
起
し
之
，
乞
養
成
す
る
に
力
め
ね
ば
な
ら
ぬ
°
而
し
て
大
阪
人
士
の
此
特
性
は
、
唯
罹

に
経
清
的
方
面
に
の
み
マ
J

ゞ
め
す
、
ま
た
之
セ
道
徳
的
學
術
的
其
他
め
ら
ゆ
る
方
面
に
も
推
及
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

逍
徳

イト

而

復

興

小
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什
而
復
興
の
意
氣
を
以
て
、

H
新
の
寅
を
畢
げ
た
い
こ
思
ふ
。

し
末
っ
た
の
で
あ
る
が
そ
の
宗
旨
は
賓
に
人
格
の
陶
冶
に
在
る
0
人
格
の
陶
冶
養
成
こ
い
ふ
も
畢
覚
は
言
行
一
致
、
知
行

合
一
の
境
地
に
至
る
努
力
に
外
な
ら
ぬ
u

什
而
復
典
ご
は
適
竹
山
先
生
が
一
齋
に
典
へ
た
る
訓
言
で
あ
る
が
、
先
生
は

こ
の
宜
行
的
精
神
を
以
て
昔
の
大
阪
商
人
に
訓
へ
た
も
の
マ
J

、
私
は
考
へ
た
い
の
で
あ
る
0

此
の
如
く
し
て
奮
懐
徳
堂

は
大
阪
町
人
の
學
問
所
こ
し
て
世
逍
人
心
を
稗
盆
し
、
こ
の
商
業
都
市
に
能
く
文
放
を
扶
殖
し
て
偉
大
な
る
戚
化
を
及

ぽ
し
、
後
の
大
阪
の
繁
榮
に
寄
典
せ
る
ご
こ
み
が
勘
く
な
か
っ
た
も
の
こ
思
ふ
0

新
懐
穂
堂
は
即
ち
こ
の
徳
性
涵
養
賓

践
射
行
を
主
眼
と
す
る
宗
旨
セ
殿
承
し
て
復
興
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
私
は
深
く
此
貼
に
賛
同
い
た
し
、
再
典
以
来
不

束
な
が
ら
本
堂
事
業
に
闊
典
し
、
ま
た
先
年
末
理
事
長
こ
し
て
敢
て
徴
力
を
盛
し
、
併
せ
て
本
堂
の
宗
旨
を
遵
守
す
る

こ
こ
を
念
こ
す
る
の
で
あ
る
Q

し
か
し
孔
夫
子
も
學
之
不
講
、
徳
之
不
修
、
聞
義
ィ
能
徒
、
不
善
不
能
改
、
是
吾
憂
也

こ
申
し
て
居
ら
れ
る
Q

孔
夫
子
に
し
て
然
り
、
況
や
凡
庸
の
徒
に
於
て
を
や
で
あ
る
0

自
分
は
同
志
諸
君
こ
こ
も
に
、

わ
が
懐
徳
堂
は
創
建
寅
に
二
百
餘
年
、

的
方
面
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
軍
に
書
セ
講
じ
理
を
説
く
こ
マ
J

は
何
人
に
も
出
末
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
の
み
に

て
は
何
の
用
を
も
な
さ
ぬ
。
要
は
宜
行
に
在
る
。
儒
放
に
於
て
も
仁
に
逹
す
る
こ
ご
が
窮
極
の
目
的
で
は
あ
る
が
、
併

一
部
の
論
語
、
孔
夫
子
が
如
何
に
賓
行
に
重
さ
を
置
い
て
言
行
の

一
致
を
霊
要
視
せ
ら
れ
た
か
、
特
に
例
を
畢
ぐ
る
ま
で
も
な
く
、
随
所
に
登
見
せ
ら
る
A

で
あ
ら
う
。

一
た
び
倒
れ
て
復
典
b
、
終
始
一
貰
、
座
続
賢
偲
に
よ
っ
て
大
阪
文
化
に
貢
献

し
其
の
本
は
孝
悌
の
家
庭
逍
徳
の
質
践
に
始
ま
る
3

二
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業
を
行
ふ
、

▲
規
模

問
所
Y
J

稲
す
▲
師
個

新
懐
徳
堂
▲
沿
革

本
堂
の
京
旨
を
逹
成
す
る
た
め
左
の
事

今
セ
距
る
一
デ
U
六
年
前
即
ち
享
保
九
年
五
月
中
井
梵
奄
先
生
が
大
阪
の
商
人
中
村
睦
峯
、
富
永
芳

悲

盗

有

志
<
J

行
謀
り
諸
同
志
を
糾
合
し
尼
崎
町
一
丁
目
（
鯰
二
苫
且
紐
味
町
疇
）
に
講
合
を
姥
て
懐
徳
堂
ご
名
け
三
宅

石
奄
先
生
を
聘
し
學
を
講
せ
し
に
靱
ま
る
而
し
て
同
十
一
年
七
月
秘
府
の
允
許
を
得
て
近
に
規
模
を
撰
張
し
大
阪
學

三
宅
石
奄
先
生
學
主
マ
J

な
り
五
井
歯
洲
先
生
助
放
こ
な
り

H
講
を
主
る
後
石
奄
の
子
春
棲
、

中
井
梵
奄
其
の
子
竹

ii、
履
軒
、
竹
山
の
子
碩
果
、
外
孫
並
河
寒
泉
、
履
軒
の
孫
桐
園
先
生
相
踵
い
で
講
席
を
主
る

王
政
維
新
學
制
の
改
革
に
伴
ひ
明
治
二
年
十
二
月
遂
に
學
校
を
閉
鎖
す
創
學
の
年
よ
り
荘
に
至
る
宵
に
百

大
正
二
年
六
月
永
田
仁
助
氏
等
五
人
懐
徳
堂
記
念
會
を
設
立
し
講
党
セ
府
立
大
阪
博
物
場
西
北
隅

に
建
設
し
五
年
十
月
十

H
間
堂
式
を
欅
行
す
六
年
一
月
二
十
七
日
廣
島
高
等
師
範
學
校
放
授
文
學
博
士
松
山
直
微
先

生
本
堂
敢
授
<
J

な
り
開
講
式
セ
學
ぐ
昭
和
二
年
松
山
放
授
近
去
の
た
め
同
四
年
三
月
大
阪
高
等
學
校
牧
授
交
學
士
財

沖
愛
象
先
生
放
授
マ
J

な
る
本
堂
の
事
業

天
賂
に
逹
し
御
内
智
金

F
賜
の
恩
命
に
浴
す
る
こ
ご
二
回
に
及
ぶ

継
坪
敷
一
二
百
六
十
一
坪
、
請
堂
百
一
二
十
四
坪
餘
木
造
平
家
建
請
堂
マ
J

祠
堂
'
y
J

を
兼
ぬ
、
中
務
所
十
六
坪
餘

木
造
二
階
建
、
害
庫
二
十
坪
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
二
階
建
マ
J

す
▲
屯
業

一
定
H
講
義
、
二
文
科
講
義
、
三
土
曜
講
演
、
四
通
俗
講
演
ヽ
五
素
讀
科

四
十
六
年
ご
す

▲
磨
學

葦
懐
露
堂
▲
創
學


